
蘭
書
三
訳
法
の
起
源
と
そ
の
名
称

吉

野

政

治

本
稿
で
は
︑
江
戸
時
代
の
蘭
書
訳
述
に
用
い
ら
れ
た
三
つ
の
飜
訳
法
が

具
体
的
に
何
に
依
っ
て
成
立
し
た
の
か
を
考
え
︑
現
在
で
は
直
訳
・
意

訳
・
音
訳
と
呼
ば
れ
る
そ
れ
ら
の
訳
法
が
当
時
は
ど
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て

い
た
か
を
見
る
︒

1

浮
屠
氏
訳
法
と
﹃
翻
訳
名
義
集
﹄

中
国
に
お
け
る
外
国
語
の
翻
訳
は
梵
語

(サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
)
な
ど

古
代
イ
ン
ド
語
で
書
か
れ
た
仏
典
の
翻
訳
か
ら
始
ま
る(1
)
︒
そ
の
こ
と
は
日

本
で
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い
た
姑
蘇
景
徳
寺
普
潤
大
師
法
雲
編
﹃
翻
訳
名

義
集
﹄
(紹
興
十
三
年
︹
1
1
4
3︺
序
)
に
も
︑

夫
翻
訳
者
︑
謂
翻
二

梵
天
之
語
一

転
成
二

漢
地
之
言
一

︒
音
雖
レ

似
レ

別
︑

義
則
大
同
︒
宋
僧
伝
云
︑
如
下

翻
二

錦
繍
一

︑
背
面
倶
華
上

︒
但
左
右

不
レ

同
︒
訳
之
言
易
也
︒
謂
三

以
レ

所
レ

有
易
二

其
所
一
レ

無
︒

(巻
一
)

と
見
え
る
が
︑
こ
の
仏
家
の
書
で
あ
る
﹃
翻
訳
名
義
集
﹄
は
︑
蘭
学
者
た

ち
も
広
く
利
用
し
て
い
た
よ
う
で
︑
平
賀
源
内
の
﹃
物
類
品
隲
﹄
(
宝
暦

十
三
年
︹
1
7
6
4︺
刊
)
に
﹁
多
羅

飜
訳
名
義
集
ニ

曰
ク

︑
旧
ト

名
二

貝

多
ト
一

︒
此
ニ

飜
レ

岸
︒﹂
(
巻
四
)
と
あ
り
︑
森
島
中
良
の
﹃
紅
毛
雑
話
﹄

(天
明
七
年
︹
1
7
8
7︺
刊
)
に
﹁
翻
訳
名
義
集
に
摩
利
天
︑
此
に
陽
炎
と

い
ふ
﹂
(巻
四
)
と
あ
り
︑
杉
田
玄
白
の
安
永
二
年
︹
1
7
7
3︺
四
月
九
日

付
の
建
部
清
庵
宛
書
翰
に
も
﹁
漢
名
計
ば
か
り

に
て
蛮
名
は
悉
く
巻
末
に
集
め
︑

翻
訳
名
義
集
之
様
に
致
候
ば
︑
針
法
要
術
見
易
く
︑
便
利
な
る
べ
く
候
﹂

と
見
え
︑
前
野
良
沢
も
ま
た
こ
の
書
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
︑
大
槻
玄
沢

の
﹃
畹
港
摘
芳
﹄
(寛
政
十
年
︹
1
7
9
8︺
刊
)
巻
三
に
﹁
翻
訳
名
義
集
二

︑

金
比
羅
︑
訳
シ
テ

曰
レ

蛟
ト

︒
所
レ

謂
可コ

勃ブ

拉ラ

︑
即
︑
蛟
之
梵
語
也
﹂
と

あ
っ
て
︑
同
書
巻
一
﹁
吸
毒
石
﹂
に
﹁
蘭
化
先
生
曰
右
ニ
云
フ
コ
ブ
ラ
ハ

金
比
羅
ナ
ル
ベ
シ
ト
︒
翻
訳
名
義
集
ニ
金
比
羅
此
ニ
翻
ス
レ

蛟
ト

ト
ア
レ
バ

四
一



リ
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
窺
え
る
︒
さ
ら
に
大
槻
玄
沢
の
﹃
重
訂
解
体
新

書
﹄
(文
政
元
年
︹
1
8
1
8︺
頃
成
)﹁
付
録
下
﹂
に
も
﹁
按
二

名
義
集
一

曰
︑

翻
二

訳
梵
天
之
語
一

転
為
二

漢
地
之
言
一

︒
音
雖
レ

似
レ

別
︑
義
則
同
云
﹂
な

ど
と
見
え
る
︒

蘭
学
者
た
ち
の
蘭
書
翻
訳
法
は
仏
典
漢
訳
法
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
あ
る

こ
と
は
︑
玄
白
の
安
永
二
年
︹
1
7
7
3︺
十
月
十
五
日
付
建
部
清
庵
宛
書
翰

に
︑

万
事
訳
法
も
新
製
に
仕
候
︒
勿
論
浮
屠
氏
訳
法
も
可
レ

有
二

御
座
一

候

得
共
︑
是
は
一
向
学
候
義
無
二

御
座
一

候
︒
対
訳
・
義
訳
・
直
訳
と

三
等
に
仕
候
義
︑
彼
法
に
傚
候
迄
に
御
座
候
︒
(﹃
和
蘭
医
事
問
答
﹄
)

と
見
え
︑
玄
沢
の
﹃
重
訂
解
体
新
書
﹄
本
篇
第
一
﹁
翻
訳
新
定
名
義
解

上
﹂
の
最
初
に
﹁
三
訳
者
倣
二

浮
屠
氏
訳
経
旧
例
一

﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら

分
か
る
が
︑
直
接
に
は
﹃
翻
訳
名
義
集
﹄
か
ら
学
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

﹃
翻
訳
名
義
集
﹄
に
は
﹁
浮
屠
氏
訳
法
﹂
す
な
わ
ち
仏
典
漢
訳
法
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
︒

宋
高
僧
伝
︑
明
二

翻
訳
四
例
一

︒
一
翻
レ

字
不
レ

翻
レ

音
︑
諸
経
呪
詞

是
也
︒
二
翻
レ

音
不
レ

翻
レ

字
︑
如
二

華
厳
中
卍
字
一

是
也
︒
以
二

此
方

萬
字
一

翻
レ

之
︑
而
字
体
猶
是
梵
書
︒
三
音
字
倶
翻
︑
経
文
是
也
︒

四
音
字
倶
不
レ

翻
︑
西
来
梵
莢
是
也
︒

(巻
六
・
唐
梵
字
体
篇
)

す
な
わ
ち
︑
﹃
翻
訳
名
義
集
﹄
が
説
明
す
る
﹁
翻
訳
四
例
﹂
は
﹃
宋
高

僧
伝
﹄
か
ら
の
引
用
で
あ
る
︒﹃
宋
高
僧
伝
﹄
は
北
宋
の
賛
寧
の
撰

(端

拱
元
年
︹
9
8
8︺
成
)
︒
慶
安
四
年
︹
1
6
5
1︺
に
京
都
の
西
村
又
右
衛
門
が

出
版
し
た
訓
点
本
に
よ
っ
て
︑﹃
翻
訳
名
義
集
﹄
が
引
用
し
た
箇
所
を
示

す
と
︑
巻
三
﹁
唐
京
師
満
月
伝
﹂
に
当
該
引
用
部
分
の
前
に
次
の
よ
う
に

あ
り

(句
読
点
は
私
に
付
す
)︑

今
立
レ

新
意ヲ

成
レ

六−

例
ト

焉
︒
謂
ク

訳
レ

字
ヲ

訳
ル
レ

音
ヲ

為
レ

一
例
ト

︒

胡
語
梵
ヲ

言
為
レ

一
例
ト

︒
重
訳
直
訳
ヲ

為
レ

一
例
ト

︒
麤
言
細
語
ヲ

為
レ

一
例
ト

︒
華
言
雅
俗
ヲ

為
レ

一
例
ト

︒
直
語
密
語
ヲ

為
レ

一
例
ト

也
︒

こ
の
後
に
︑

初
ニ
ハ

則
四
句
︑
一
ニ
ハ

訳
レ

字
不
レ

訳
レ

音
ヲ

︑
陀
羅
尼
是
レ
ナ
リ

︒
二
ニ
ハ

訳
レ

音
不
レ

訳
レ

字
︑
如
キ
二

華
仏
ノ

胸
前
ノ

卍
字
ノ
一

是
レ
ナ
リ

︒
三
ニ
ハ

音

字
倶
ニ

訳
︑
即
諸
ノ

経
律
中
純
テ

華
言
ナ
ル

是
ナ
リ

︒
四
ニ
ハ

音
字
倶
ニ

不
レ

訳
︑
如
二

経
題
ノ

上
ノ

・

二
字
一

是
レ
ナ
リ

︒

と
見
え
る
︒

す
な
わ
ち
︑
﹃
翻
訳
名
義
集
﹄
は
﹃
宋
高
僧
伝
﹄
の
﹁
訳
﹂(2
)
を
﹁
飜
﹂

に
変
え
︑
各
訳
法
の
例
を
自
己
の
言
葉
で
説
明
し
直
す
な
ど
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
︑
い
ず
れ
に
せ
よ
︑﹃
宋
高
僧
伝
﹄
に
言
う
仏
典
漢
訳
法
︑

す
な
わ
ち
﹃
翻
訳
名
義
集
﹄
の
﹁
翻
訳
四
例
﹂
は
︑

蘭
書
三
訳
法
の
起
源
と
そ
の
名
称

四
二



一
︑
原
語
の
字
を
漢
字
に
変
え
︑
音
は
変
え
な
い
︒

二
︑
原
語
の
音
を
漢
音
に
変
え
︑
字
は
変
え
な
い
︒

三
︑
原
語
の
音
も
字
も
漢
字
漢
語
に
と
も
に
変
え
る
︒

四
︑
原
語
の
音
も
字
も
と
も
に
変
え
な
い
︒

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る(3
)

︒

一
は
現
在
言
う
と
こ
ろ
の
音
訳
で
あ
り
︑
二
は
原
文
の
文
字
を
自
国
の

文
字
と
し
て
利
用
す
る
も
の
で
あ
り
︑
三
は
現
在
言
う
と
こ
ろ
の
意
訳
お

よ
び
直
訳
で
あ
る
︒
四
は
原
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
符
号
を
そ
の
ま
ま
写

す
も
の
で
あ
ろ
う
︒﹃
翻
訳
名
義
集
﹄
に
例
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
﹁
梵

莢
﹂
は
貝
多
羅
葉

(木
の
葉
)
に
書
か
れ
て
い
る
経
文
を
言
う
が

(﹁
貝

葉
経
也
︒
以
レ

板
莢
レ

之
﹂﹃
資
治
通
鑑
﹄
唐
紀
注
)︑﹃
翻
訳
名
義
集
﹄
は

梵
字
な
ど
の
文
字
を
符
合
扱
い
に
し
た
も
の
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
)︒

こ
の
﹁
翻
訳
四
例
﹂
を
参
考
に
玄
白
の
﹁
対
訳
・
義
訳
・
直
訳
﹂
の

﹁
三
等
﹂︑
ま
た
玄
沢
の
﹁
三
訳
﹂
は
参
考
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
具

体
的
に
は
﹁
翻
訳
四
例
﹂
の
二
番
目
と
四
番
目
の
方
法
を
除
き
︑
三
番
目

の
方
法
を
二
つ
の
種
類
に
分
け
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒
そ
の

よ
う
に
考
え
る
理
由
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
︒

二
番
目
の
方
法
は
実
際
の
翻
訳
に
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
い
も
の
で

あ
る
︒﹃
宋
高
僧
伝
﹄
で
は
仏
の
胸
に
見
え
る
吉
祥
模
様
を
﹁
萬マ
ン

﹂
の
音

字
と
し
て
用
い
る
﹁
卍
﹂
を
挙
げ
て
い
る
が
︑
﹃
翻
訳
名
義
集
﹄
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
梵
語

(語
だ
け
で
な
く
句
の
形
の
も
の
も
若
干
含
む
)

お
よ
そ
千
語
の
中
で
も
︑
こ
の
方
法
の
例
は
﹁
卍
﹂
と
そ
の
異
形
の
文
字

な
ど
若
干
で
あ
る
︒

四
番
目
の
符
合
や
文
字
を
そ
の
ま
ま
訳
書
に
引
用
す
る
方
法
は
︑
現
在

で
も
こ
れ
ら
を
飜
訳
と
は
考
え
な
い
よ
う
に
︑
蘭
学
者
た
ち
も
飜
訳
の
方

法
と
は
考
え
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
単
語
集
で
あ
る
か
ら
当
然
で

は
あ
る
が
︑
﹃
翻
訳
名
義
集
﹄
に
は
こ
の
例
は
見
ら
れ
な
い
︒
敢
え
て
蘭

学
者
た
ち
の
文
章
に
求
め
る
と
す
れ
ば
︑
前
野
良
沢
﹃
和
蘭
訳
筌
﹄
(天

明
五
年
︹
1
7
8
5
︺
成
)
に
﹁﹃
カ
ラ
ク
テ
ル
﹄
即
識
号
ノ
文
ナ
リ
﹂
と
し

て
例
示
さ
れ
て
い
る
星
や
星
座
の
記
号
︑
ま
た
﹁﹃
ア
ベ
セ
﹄
中
ヨ
リ
取

テ
用
ム
モ
ノ
ア
リ
﹂
と
し
て
示
さ
れ
た
﹁
O

オ
オ
ス
ト

W

ウ
ェ
ス
ト

Z

ソ
イ
ド

N

ノ
オ
ル
ト
﹂
の
O
・
W
・
Z
・
N
︑
宇
田
川
榕
菴
の

﹃
蘭
学
重
宝
記
﹄
に
収
載
さ
れ
た
量
や
重
さ
の
単
位
の
記
号
︑
橋
本
宗
吉

の
﹃
三
法
方
典
﹄
に
﹁
鎔
分
家
或
医
曺
有
必
用
之
称
奇
字
釈
弁
﹂
と
し
て

纏
め
ら
れ
て
い
る
﹁
♀
銅

蘭

可コ
ー

百ペ

耳ル

羅

夜エ

数ス

又
勿ヘ

牛ニ
ュ

数ス

﹂
な
ど

の
記
号
が
こ
の
例
に
当
た
る
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒

三
番
目
の
訳
法
の
具
体
例
は
︑
﹃
翻
訳
名
義
集
﹄
で
は
標
出
語

(音
訳

で
掲
げ
ら
れ
た
原
語
)
に
つ
い
て
の
説
明
文
の
中
に
﹁
此
云
二

○
○
一

﹂︑

蘭
書
三
訳
法
の
起
源
と
そ
の
名
称

四
三



(此こ
こ

に
は
○
○
と
云
ふ
)
と
い
う
形
で
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
︑﹁
翻
二

○

○
一

﹂
ま
た
﹁
訳
二

○
○
一

﹂
の
形
で
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
が
こ
れ
に
当

た
る
が
︑
後
者
の
中
に
﹁
正
翻
二

○
○
一

﹂﹁
義
翻
二

○
○
一

﹂
ま
た
﹁
義

訳
二

○
○
一

﹂
な
ど
と
説
明
さ
れ
て
い
る
も
の
の
二
種
が
あ
る
︒
次
に
そ

の
例
の
い
く
つ
か
を
掲
げ
る
︒

那
伽
曷
樹
那

義
翻
為
レ

猛
︒

(巻
一
・
宗
釈
論
主
篇
)

婆
羅

隋
言
二

毛
道
一

︒
謂
二

行
心
不
定
一

︒
猶
如
二

軽
毛
随
レ

風
東

西
一

︒
魏
金
剛
云
︑
毛
道
凡
夫
︒
応
法
師
云
︑
梵
語
縛
羅
︑
此

云
レ

毛
︒
婆
羅
︑
此
云
レ

愚
︒
梵
音
相
近
︒
訳
人
致
レ

謬
︒
正

言
二

婆
羅
必
栗
託
仡
那
一

︒
此
翻
二

愚
異
生
一

︒
⁝
凡
夫
者
義
訳

也
︒

(巻
二
・
人
倫
篇
)

婆
羅
門

普
門
疏
云
︑
此
云
二

浄
行
一

︒
劫
初
種
族
山
野
自
閑
︒
故

人
以
二

浄
行
一

称
レ

之
︒
⁝
具
云
二

婆
羅
磨
拏
一

︒
義
云
承
二

習
梵

天
法
一

者
也
︒
⁝
正
翻
淨
裔
︑
称
二

是
梵
天
苗
裔
一

也
︒

(巻
二
・
外
道
篇
)

因
陁
羅

此
云
レ

帝
︒
正
翻
二

天
主
一

︒
以
レ

帝
代
レ

之
︒

(巻
三
・
帝
王
篇
)

尼
拘
律
陁

⁝
摭
華
云
︑
義
二

翻
楊
柳
一

︒
以
三

樹
大
子
小
似
二

此
方

楊
柳
一

故
以
翻
レ

之
︒

(巻
三
・
林
木
篇
)

牛
頭
栴
檀

或
云
此
方
無
故
不
レ

翻
︒
或
云
義
二

翻
与
薬
一

︒
能
除
レ

病
故
︒

(巻
三
・
衆
香
篇
)

歌
羅
分

経
音
義
云
如
以
二

一
毛
一

折
為
二

百
分
一

︒
一
分
名
二

歌
羅

分
一

︒
論
以
レ

義
翻
名
為
二

力
勝
一

︒
以
二

無
漏
善
法
一

勝
二

有
漏
一

也
︒

(
巻
三
・
数
量
篇
)

踰
繕
那

此
云
二

限
量
一

︒
又
云
二

合
応
一

︿
計
応
二

合
尓
許
度
量
一

﹀

業
疏
云
此
無
二

正
翻
一

︒

(
巻
三
・
数
量
篇
)

尸
羅

此
云
二

清
涼
一

︒
大
論
云
秦
言
二

性
善
一

︒
好
行
二

善
行
一

不
二

自
放
逸
一

︑
是
名
二

尸
羅
一

︒
経
音
義
云
此
義
訳
也
︒
正
翻
止
得
︒

謂
︑
止
レ

悪
得
レ

善
也
︒

(巻
四
・
弁
六
度
法
篇
)

西
域
記
云
︑
僧
迦
兇
︑
旧
訛
云
二

僧
伽
梨
一

︒
此
云
レ

合
又
云
レ

重
︒

謂
二

割
レ

之
合
成
一

︒
僧
迦
兇
唐
音
言
二

重
複
衣
一

︒
霊
感
伝
云
︑

毎
レ

転
二

法
輪
一

︑
披
二

僧
伽
梨
一

南
山
云
︑
此
三
衣
名
︑
諸
部

無
二

正
翻
一

︒
今
以
レ

義
訳
︑
大
衣
名
二

雑
砕
衣
一

︑
以
二

篠
数

多
一

故
︒
若
従
レ

用
為
レ

名
︑
則
曰
二

入
王
宮
聚
落
時
衣
一

︒
乞

食
説
法
時
著
︒

(巻
七
・
沙
門
服
相
篇
)

こ
の
う
ち
﹁
義
翻
﹂
(﹁
義
訳
﹂
)
は
︑

羯
磨

南
山
引
二

明
了
論
疏
一

︒
翻
為
レ

業
也
︒
所
作
是
業
︑
亦
翻
二

所
作
一

︒
百
論
云
事
也
︒
若
以
レ

意
求
レ

翻
為
二

弁
事
一

︒
謂
施

蘭
書
三
訳
法
の
起
源
と
そ
の
名
称
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造
遂
法
必
有
二

成
済
之
功
一

焉
︒

(巻
四
・
衆
善
行
法
篇
)

と
説
明
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
︑
原
語
の
意
味
に
正
し
く
対
応
す
る
漢
名
が

な
か
っ
た
時
に
︑
原
語
の
意
味
を
参
考
に
考
え
ら
れ
た
訳
語
と
い
う
意
味

で
あ
ろ
う
︒
こ
れ
に
対
し
て
﹁
正
翻
﹂
は
原
語
の
意
味
に
正
し
く
当
た
る

漢
名
を
用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
す
な
わ
ち
﹃
翻
訳
名
義
集
﹄
の
編
者

法
雲
は
三
番
目
の
訳
法
を
実
質
的
に
は
﹁
正
翻
﹂
と
﹁
義
翻
﹂
(﹁
義
訳
﹂
)

と
に
分
け
て
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
︒

日
本
の
蘭
書
の
飜
訳
は
︑
以
上
の
よ
う
な
﹃
翻
訳
名
義
集
﹄
に
お
い
て

実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
翻
訳
法
を
参
考
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
︒
玄
白
の
用
語
で
言
え
ば
︑﹁
対
訳
﹂
は
﹃
翻
訳
名
義
集
﹄
の
﹁
正
翻
﹂

に
当
た
る

①

蘭
語
の
意
味
に
正
し
く
当
た
る
漢
名
を
用
い
る
方
法

で
あ
り
︑﹁
義
訳
﹂
は
﹃
翻
訳
名
義
集
﹄
の
﹁
義
翻
﹂
(﹁
義
訳
﹂
)
に
当
た

る
②

蘭
語
の
意
味
を
漢
語
を
用
い
て
訳
す
方
法

で
あ
り
︑﹁
直
訳
﹂
は
﹃
翻
訳
名
義
集
﹄
の
﹁
翻
レ

字
不
レ

翻
レ

音
﹂
と
い

う
方
法
に
当
た
る

③

蘭
語
の
語
形
を
漢
字
の
音
で
写
す
方
法

で
あ
る
︒

2

蘭
学
者
た
ち
の
三
訳
法
の
名
称

我
が
国
の
江
戸
時
代
に
お
け
る
蘭
書
訳
述
に
お
け
る
三
訳
法
の
名
称
は

﹃
翻
訳
名
義
集
﹄
に
見
え
る
﹁
義
訳
﹂
の
名
称
を
例
外
と
し
て
一
定
し
て

い
な
い
︒
以
下
︑
蘭
書
の
飜
訳
を
実
際
に
行
っ
た
人
々
が
ど
の
よ
う
な
名

称
を
用
い
て
い
る
か
を
︑
管
見
に
入
っ
た
範
囲
で
列
挙
す
る
︒

A

長
崎
和
蘭
通
詞
の
本
木
良
永

(
1
7
3
5
-
1
7
9
4
)
は
︑
①
に
﹁
正
訳
﹂
︑

②
に
﹁
義
訳
﹂
を
用
い
︑
③
に
は
﹁
仮
借
﹂
を
用
い
て
い
る
︒
例
え

ば
﹃
天
地
二
球
用
法
記
﹄
(安
永
三
年
︹
1
7
7
4
︺
成
)
に
︑

今
此
ノ
書
ヲ
解
ス
ル
ニ
︑
和
漢
ノ
文
則
ニ
拘
ラ
ズ
︑
専
ラ
和
蘭
ノ
意

ニ
従
ヒ
︑
正
訳
或
ハ
義
訳
︑
仮
借
略
文
ヲ
交
ス
︒
然
ラ
ザ
レ
バ
彼
ノ

土
ノ
語
意
ヲ
解
シ
難
シ
︒
彼
ト
我
ト
語
路
同
ジ
カ
ラ
ザ
レ
バ
ナ
リ
︒

と
あ
り(4
)
︑﹃
新
制
天
地
二
球
用
法
記
﹄
(寛
政
五
年
︹
1
7
9
3︺
成
)
に
は

例
え
ば
次
の
よ
う
に
見
え
る
︒

一
︑
第
一
章
○
太
陽
窮
理
と
い
ふ
所
以
は
太
陽
に
在
り
︒
此
の
名
中

に
︑
和
蘭
語
︑
和
桴

ホ

ー

フ

掇ト

甫プ

刺ラ

捏ネ

夜ー

天テ
ン

と
名
づ
く
る
六
星
あ
り
︒
和
桴

ホ

ー

フ

掇ト

と
い
ふ
を
此
に
頭
と
正
訳
す
︒
甫プ

刺ラ

捏ネ

夜ー

天テ
ン

と
い
ふ
は
刺ラ

的テ

印イ
ン

天

学
語
な
り
︒
此
の
語
和
蘭
に
読
瓦
而

ド

ワ

ー

ル

数ス

得テ

耳ル

と
通
ず
︒
此
に
惑

星

ま
ど
ひ
ぼ
し

と
訳
す
︒
又
一
名
は
読
瓦
而

ド

ワ

ー

ル

迭デ

耳ル

と
い
ふ
︒
此
に
惑

者

ま
ど
ひ
も
の

と
訳
す
︒

蘭
書
三
訳
法
の
起
源
と
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和
桴

ホ

ー

フ

掇ト

甫プ

刺ラ

捏ネ

夜ー

天テ
ン

と
い
ふ
と
き
は
頭

惑

星

か
し
ら
ま
ど
こ
ぼ
し

と
正
訳
す
べ
き
語
な

り
と
雖
も
︑
和
蘭
の
語
意
は
人
の
頭
と
い
ふ
と
き
は
︑
長
た
る
人
の

位
高
大
な
る
を
い
ひ
︑
大
い
な
る
義
に
取
る
故
に
︑
今
此
に
大
惑
星

と
義
訳
す
︒

(上
・﹁
太
陽
窮
理
と
は
何
が
故
に
名
づ
く
る
や
﹂
)

B

前
野
良
沢

(蘭
化
・
1
7
2
3
-
1
8
0
3
)
は
︑
①
と
②
に
つ
い
て
は
良
永

と
同
じ
く
﹁
正
訳
﹂﹁
義
訳
﹂
を
用
い
て
い
る
︒﹃
思
思
未
通
﹄
(成
立

年
未
詳
)
に

私
訳
云
︑
正
訳
一
也
︒
又
義
訳
指
レ

物
之
辞
ト
ス
︒
(引
用
者
注
︑

e
e
n
に
対
す
る
訳
)

『和
蘭
管
蠡
秘
言
﹄
(安
永
六
年
︹
1
7
7
7︺
成
)
に
︑

是
書
本
然
学
ノ
旨
趣
ヲ
述
テ
心
友
ノ
弁
正
ヲ
諳
フ
モ
ノ
︒
序
中
ニ

云
々
ス
ル
ガ
如
シ
︒
然
ヲ
其
学
本
然
ヲ
以
テ
称
ス
ル
コ
ト
ハ
蘭
語
ノ

義
訳
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
⁝

(凡
例
)

と
あ
り
︑﹃
和
蘭
訳
筌
﹄
(天
明
五
年
︹
1
7
8
5︺
成
)
に
も
︑

｢ド
ル
ク
﹂
ト
ハ
彫
刻
ト
義
訳
ス
ベ
シ
︿
本
言
圧
押
ノ
義
ナ
リ
︒
然

彼
俗
彫
刻
ノ
事
此
義
ア
ル
ヲ
以
此
称
ア
リ
﹀
(末
編
・
訳
字
体
音
韻
)

△
ウ
ウ
如
何

フ
ハ
ア
ル
ト
度

ゲ
イ
你

ア
ル
悉

按
ス
ル
ニ
フ
ハ
ア
ル
ト
ハ
原
ト
舟
行
ヲ
云
ナ
リ
コ
レ
ヲ
仮
テ
ノ

義
ニ
モ
用
ル
ナ
リ
今
義
訳
シ
テ
起
居
ト
ナ
ス
ベ
シ
︒

(末
編
・
訳
言
類
)

如
発
言
助
語
ノ
辞
正
訳
シ
難
キ
者
ハ
圏
ヲ
附
ス
ベ
シ
︒
加
訳
字
義
ニ

随
テ
転
ズ
ベ
キ
者
ア
ラ
バ
則
半
圏
ヲ
正
訳
ノ
左
ニ
附
シ
而
義
訳
ノ
右

ニ
記
ス
︒
⁝

(附
録
)

な
ど
と
見
ら
れ
︑
そ
の
附
録
の
﹃
蘭
化
亭
訳
文
式
﹄
に
︑

凡
ソ
飜
訳
ヲ
為
ス
者
︑
宜
シ
ク
先
ヅ
線
字
ヲ
用
ヰ
テ
原
文
ヲ
謄
写
ス

ベ
シ
︒
次
ニ
毎
言
下
訳
字
ヲ
記
ス
︒
如
シ
発
言
・
助
語
ノ
辞
︑
正
訳

シ
難
キ
者
ハ
○
圏
ヲ
附
ス
ベ
シ
︒
如
シ
訳
字
︑
義
ニ
随
ツ
テ
転
ズ
ベ

キ
者
ア
ラ
バ
︑
則
チ
半
圏
○
ヲ
正
訳
ノ
左
ニ
附
シ
︑
而
シ
テ
義
訳
ヲ

右
ニ
記
ス
︒
⁝

と
見
え
る
︒

③
に
は
﹁
直
訳
﹂
が
用
い
ら
れ
て
い
る
︒﹃
思
思
未
通
﹄
(成
立
年

未
詳
)
に
︑

訳
文
附
側
抹
者

(引
用
者
注
︑
﹁
阿ア

﹂
﹁
別ベ

﹂
と
あ
る
も
の
)
直
訳
彼

音
也
︒

と
あ
る
︒

な
お
︑
良
沢
は
﹁
義
訳
﹂
を
文
全
体
の
要
約
の
意
味
に
も
用
い
て
い

る
よ
う
で
︑﹃
金
石
品
目
﹄
に
﹁
本
文
ラ
ピ
ド
ム
ノ
義
訳
ナ
リ
﹂
と
あ

る
﹁
本
文
﹂
は
ラ
ピ
ド
ム

(
書
名
)
か
ら
要
約
し
た
内
容

(す
な
わ
ち

蘭
書
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訳
法
の
起
源
と
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の
名
称
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﹃
金
石
品
目
﹄
の
本
文
)
を
指
す
よ
う
で
あ
る
︒
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
︑
な
お
後
述
す
る
︒

C

杉
田
玄
白

(
1
7
3
3
-
1
8
1
7
)
は
︑
前
述
の
よ
う
に
②
を
﹁
義
訳
﹂︑

③
を
﹁
直
訳
﹂
と
呼
ん
で
い
る
が
︑
①
に
つ
い
て
は
﹁
対
訳
﹂
と
も

﹁
飜
訳
﹂
と
も
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
︒
す
な
わ
ち
︑
前
掲
の
建
部

清
庵
宛
の
手
紙
に
は
①
を
﹁
対
訳
﹂︑
②
を
﹁
義
訳
﹂︑
③
を
﹁
直
訳
﹂

と
言
っ
て
い
た
が
︑﹃
解
体
新
書
﹄
(安
永
三
年
︹
1
7
7
4︺
刊
)
で
は
次

の
よ
う
に
あ
り
︑

譯
有
二

三
等
一

︒
一
曰
翻
訳
︒
一
曰
義
訳
︒
一
曰
直
訳
︒
如
下

和
蘭
呼

曰
二

偭ベ
ン

題デ

験レ
ン

一

者
即
骨
也
︒
則
譯
曰
上
レ

骨
︒
翻
譯
是
也
︒
又
︑
如
丙

呼
曰
二

加カ

蝋ラ

假カ

偭ベ
ン

一

者
︒
謂
二

骨
而
軟
者
一

也
︒
加カ

蝋ラ

假カ

者
︒
謂
下

如
二

鼠
噛
レ

器
音
一

然
上

也
︒
蓋
取
二

義
於
脆
軟
一

︒
偭ベ
ン

者
偭ベ
ン

題デ

験レ
ン

之
略
語

也
︒
則
譯
曰
乙

軟
骨
甲

︒
義
譯
是
也
︒
又
如
丙

呼
曰
二

機
里
爾

キ

リ

イ

ル
一

者
︒

無
二

語
可
一
レ

當
︒
無
二

義
可
一
レ

解
︒
則
譯
曰
中

機
里
爾

キ

リ

イ

ル
上

︒
直
訳
是
也
︒

余
之
訳
例
皆
如
レ

是
也
︒
読
者
思
レ

諸
︒

(凡
例
)

さ
ら
に
晩
年
の
﹃
蘭
学
事
始
﹄
(文
化
十
二
年
︹
1
8
1
5︺
成
)
で
は
︑

成
丈

な

る

た

ケ
漢
人
称
す
る
所
の
旧
名
を
用
ひ
て
訳
し
あ
げ
度た

ク
思
ひ
し
な

れ
ど
も
︑
此
に

名
な
づ
け

る
も
の
と
彼
に
呼
ぶ
も
の
と
は
相
違
の
も
の
多

け
れ
ば
︑
一
定
し
が
た
く
当
惑
せ
り
︒
彼
此
考
へ
合
す
れ
バ
︑
迚と
て

も

我
よ
り

古
は
じ
め

を
な
す
事
な
れ
ば
︑
い
づ
れ
に
し
て
も
人
々
の
暁さ
と

し
易

き
を
目
当

め

あ

て

と
し
て
定
る
方
と
決
定
し
て
︑
或

あ
る
い

は
翻
訳
し
或
は
対
訳

し
︑
或
は
直
訳
︑
義
訳
と
︑
様
々
に
工
夫
し
⁝
︑

と
書
い
て
い
る
︒
こ
の
﹁
対
訳
﹂
﹁
飜
訳
﹂
不
統
一
の
理
由
に
つ
い
て

は
後
に
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
︒

D

森
島
中
良

(
1
7
5
4
-
1
8
1
0
)
は
︑
①
は
不
明
で
あ
る
が
︑
②
に
﹁
義

訳
﹂︑
③
に
﹁
音
訳
﹂
の
語
を
用
い
て
い
る
︒
﹃
紅
毛
雑
話
﹄
(
天
明
七

年
︹
1
7
8
7
︺
刊
)
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
︒

日
本
に
て
﹁
ヲ
ラ
ン
ダ
﹂
と
い
ふ
は
転
音
に
て
︑
実
は
﹁
ホ
ル
ラ
ン

ド
﹂
な
り
︒
支
那
に
て
紅
毛
︑
又
紅
夷
な
ん
ど
書
る
は
︑
華
人
の
く

は
し
う
せ
ざ
る
義
訳
な
り
︒
阿を

蘭ら
ん

陀だ

と
書
は
︑
少
し
転
じ
た
る
音
訳

な
り
︒
紅
毛
の
人
︑
国
の
名
を
唱
ゆ
る
に
︑
﹁
ホ
ー
ラ
ン
﹂
と
の
み

い
ふ
や
う
に
︑
ド
の
字
を
口
チ

に
残
し
云
を
聞
て
︑
喎
蘭

を
う
ら
ん

と
書
た
る

音
訳
も
委
し
か
ら
ず
︒
近
比

ち
か
ご
ろ

︑
荷
蘭

ほ
う
ら
ん

︑
法
蘭

ほ
う
ら
ん

と
音
訳
し
た
る
ぞ
親
し

か
り
き
︒

(
巻
三
﹁
紅
毛
国
の
名
﹂
)

E

宇
田
川
玄
随

(槐
園
・
1
7
5
5
-
1
7
9
7
)
は
︑
①
﹁
対
訳
﹂・
②
﹁
義

翻
﹂
(﹁
義
訳
﹂
)
・
③
﹁
直
訳
﹂
ま
た
﹁
音
訳
﹂
を
用
い
て
い
る
︒﹁
対

訳
﹂
の
例
は
﹃
蘭
訳
弁
髦
﹄
(
寛
政
五
年
︹
1
7
9
3﹂
成
)
に

多
ハ
之
ノ
字
ヲ
対
訳
シ
テ
ヨ
シ
︒
其
時
ハ
ヤ
ハ
リ
漢
文
ノ
意
ニ
テ
上

蘭
書
三
訳
法
の
起
源
と
そ
の
名
称

四
七



体
下
用
ト
カ
下
体
上
用
ト
カ
孰
レ
之
ノ
字
ノ
上
下
ガ
二
事
ニ
ナ
ル
ナ

リ
︒

(巻
一
・
v
a
n
)

と
あ
り
︑﹃
西
説
内
科
撰
要
﹄
(寛
政
四
年
︹
1
7
9
3︺
刊
)
に
︑

病
有
地

不
レ

可
下

以
二

漢
名
一

対
訳
上

者
天

漢
之
無
レ

名
也
非
レ

無
レ

病
︒

と
見
え
る
︒﹁
義
翻
﹂
(﹁
義
訳
﹂
)
の
例
は
﹃
蘭
訳
弁
髦
﹄
に
︑

且
ナ
リ
及
ナ
リ
与
ナ
リ
而
ナ
リ

(中
略
)
又
上
文
ニ
云
タ
ル
コ
ト
ヲ

指
シ
テ
言
コ
ト
ア
リ
︒
其
ト
キ
ハ
同
ト
云
意
ナ
レ
ド
モ
義
訳
シ
テ
ソ

レ
ヲ
何
々
ソ
レ
ハ
何
々
ト
モ
訳
ス
ル
ナ
リ
︒

(巻
一
・
e
n
)

事
物
ヲ
尋
問
シ
異
ニ
シ
テ
疑
ハ
シ
キ
コ
ト
ニ
驚
キ
問
フ
意
ア
ル
処
ニ

使
フ
詞
ナ
リ
︒
(中
略
)
此
ハ
愈
ト
云
義
ハ
ナ
ケ
レ
ド
モ
恰
モ
漢
ノ

文
法
ト
相
合
ス
ル
故
ニ
︑
一
句
ノ
上
ニ
テ
義
翻
シ
テ
尓シ
カ

ス
ル
ナ
リ
︒

(巻
五
・
h
o
e
)

な
ど
と
あ
り
︑﹁
直
訳
﹂
の
例
は
﹃
西
説
内
科
撰
要
﹄
(﹁
凡
例
﹂
)
に
︑

凡
︑
名
物
創
二

見
蘭
書
中
一

︑
而
経
二

漢
人
之
訳
一

者
皆
襲
用
焉
︒
乳

麋
硝
子
薔
薇
露
之
類
是
也
︒
(中
略
)
又
其
直
訳
出
二

漢
人
之
手
一

如
二

雑
腹
蘭
没
薬
盧
会
的
里
亜
加
阿

テ

リ

ア

カ

芙
蓉
舎
利
別

セ
ー
ロ
ー
プ

之
類
一

皆
襲
用
焉
﹂

と
あ
り
︑﹁
音
訳
﹂
は
﹃
遠
西
名
物
考
﹄
に
︑

○
底
野
迦

此
レ
漢
人
ノ
音
訳
ナ
リ
︒
又
的
里
亜
加
ト
モ
書
ス
︒

と
あ
る
︒﹃
遠
西
名
物
考
﹄
の
成
立
年
は
未
詳
で
あ
る
が
︑﹃
西
説
内
科

撰
要
﹄
に
対
応
す
る
薬
物
書
で
あ
り
︑
﹃
西
説
内
科
撰
要
﹄
と
同
時
期

に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒

F

長
崎
和
蘭
通
詞
の
志
筑
忠
雄

(中
野
柳
圃
・
1
7
6
0
-
1
8
0
6
)
も
ま
た
︑

①
に
﹁
対
訳
﹂︑
②
に
﹁
義
訳
﹂

を
用
い
て
い
る
︒
③
に
つ
い
て
は

不
明
︒﹁
対
訳
﹂﹁
義
訳
﹂
は
例
え
ば
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
︒

引
力
︑
動
力
︑
求
心
力
︑
速
力
等
の
名
は
︑
義
訳
に
出
た
り
︒

(﹃
暦
象
新
書
﹄
中
編
凡
例
)

酒
は
原
文
に
は
ビ
ー
ル
と
云
と
飜
す
れ
ば
︑
ビ
ー
ル
の
語
に
対
訳
な

し
︒
故
に
ま
た
国
字
を
用
ゐ
て
︑
サ
ケ
と
い
ふ
と
記
せ
り
︒

(﹃
異
人
恐
怖
論
﹄
凡
例
)

G

吉
雄
俊
藏

(南
皐
・
1
7
8
8
-
1
8
4
3
)
も
︑
①
﹁
対
訳
﹂︑
②
﹁
義
訳
﹂
︑

③
﹁
直
訳
﹂
を
用
い
て
い
る(5
)

︒

H

大
槻
玄
沢

(
1
7
5
7
-
1
8
2
7
)
は
種
々
呼
称
を
変
え
て
い
る
︒
最
初
は

玄
白
の
用
語
を
用
い
︑
後
に
は
独
自
の
用
語
を
用
い
た
︒
す
な
わ
ち
︑

﹃
六
物
新
志
﹄
(天
明
六
年
︹
1
7
8
6
︺
序
)
の
﹁
凡
例
十
三
則
﹂
の
第
三

に
は
︑

訳
有
二

三
義
一

︒
対
訳
・
義
訳
・
直
訳
︑
是
也
︒
其
義
已
詳
見
二

於
我

師
所
レ

著
解
体
新
書
凡
例
中
一

︒
今
又
不
レ

贅
焉
︒
然
訳
之
為
レ

物
︑

終
不
レ

外
二

於
三
義
一

︒
故
読
二

此
書
一

者
亦
就
レ

彼
参
二

互
之
一

而
可
也
︒

蘭
書
三
訳
法
の
起
源
と
そ
の
名
称

四
八



と
あ
る
が
︑
同
第
九
に
は

諸
地
名
其
有
二

漢
訳
一

者
皆
従
レ

之
︒
其
間
有
二

其
訛
転
一

者
亦
不
レ

革
二

其
旧
一

︒
若
無
レ

之
︑
則
今
新
以
二

対
訳
之
法
一

︒
当
二

其
呼
称
一

而
填
以
二

漢
之
字
音
一

︒
且
傍
書
副
墨
者
以
便
二

於
誦
読
一

也
︒

と
あ
り
︑
ま
た
︑
同
第
十
二
に
も

○
阿
蘭
陀
之
国
名
︑
本
二

於
彼
邦
之
言
音
一

而
考
レ

之
︒
則
彼
邦
自
称

曰
二

涸
盧
蘭
鐸
一

︒
羅
甸
語
謂
二

之
涸
盧
蘭
地
亜
一

︒
明
人
則
為
二

和

蘭
一

︑
為
二

荷
蘭
一

︑
為
二

喎
蘭
一

︑
為
二

何
蘭
一

︒
是
皆
対
訳
而
省
二

略

其
下
一

也
︒
又
︑
其
謂
二

之
法
蘭
得
亜
一

者
︑
即
羅
甸
語
之
対
訳
也
︒

と
あ
っ
て
︑
③
に
﹁
対
訳
﹂
の
語
を
用
い
て
い
る(6
)

︒
た
だ
し
︑
玄
沢

は
③
に
は
﹁
音
訳
﹂
の
語
を
も
用
い
て
い
る
︒﹃
蘭
学
階
梯
﹄
(天
明

三
年

1
7
8
3
序
)
に
﹁
明
人
の
音
訳
に
︑
和
蘭
︑
荷
蘭
︑
喎
蘭
地
な
ど

あ
る
に
依
れ
り
﹂︑﹃
蘭
説
弁
惑
﹄
(天
明
八
年
︹
1
7
8
8︺
序
︒
た
だ
し

出
版
は
後
年
)
に
も
﹁
阿
蘭
陀
と
い
ふ
文
字
︑
清
人
の
音
訳
字
な
り
︒

唐
音
読
に
す
れ
ば
阿
蘭
陀

オ
ツ
ラ
ン
ド

な
れ
ば
︑
よ
く
正
音
に
か
な
へ
り
︒
明
人
は

和
蘭
︑
喎
蘭
︑
荷
蘭
︑
ま
た
は
法ハ

蘭ラ
ン

得デ

亜ア

な
ど
ヽ
と
い
ふ
字
を
音
訳
し

た
り
﹂
な
ど
と
あ
る
︒
ま
た
︑﹃
厚
生
新
編
﹄﹁
訳
編
初
稿
大
意
﹂
(文

化
八
年
︹
1
8
1
1︺︒
た
だ
し
馬
場
貞
由
と
の
連
署
)
に
は
﹁
和
蘭
ハ
漢

人
の
音
訳
字
に
し
て
お
ら
ん
だ
な
り
︒
此
方
に
て
ハ
阿
蘭
陀
の
字
を
用

ゆ
︒
原
名
は
﹁
オ
ウ
ラ
ン
ド
﹂
ナ
リ
︒
和
蘭
の
音
訳
も
下
略
な
れ
ど
も
︑

近
時
通
称
多
き
に
従
ひ
和
蘭
に
お
ら
ん
だ
の
倭
名
附
を
な
せ
り
﹂
と
あ

る
︒
さ
ら
に
彼
は
③
に
﹁
直
訳
﹂
の
語
も
用
い
て
い
る
︒
寛
政
十
年

︹
1
7
9
8
︺
に
書
か
れ
た
﹃
蘭
畹
摘
芳
﹄
の
﹁
凡
例
﹂
に
﹁
西
洋
之
訳
︑

有
二

直
訳
者
一

︑
既
有
二

漢
訳
一

︑
乃
循
二

其
旧
一

︑
若
亡
則
填
以
下

所
二

曾

伝
一

之
杭
州
音
上

新
訳
二

定
之
一

﹂
と
見
え
︑﹃
厚
生
新
編
﹄﹁
訳
編
初
稿

大
意
﹂
に
は
﹁
病
名
漫
り
に
和
漢
名
を
充
つ
べ
か
ら
ざ
る
者
あ
り
︒

(中
略
)
瘡
瘍
の
通
名
は
茂
質
が
続
訳
瘍
医
新
書
中
に
取
る
も
あ
り
︑

未
だ
こ
れ
な
き
も
の
は
直
訳
し
て
後
の
識
者
を
待
て
定
め
ん
と
す
﹂
と

あ
る
︒

最
終
的
に
は
彼
は
①
﹁
直
訳
﹂︑
②
﹁
義
訳
﹂
︑
③
﹁
対
訳
﹂
を
用

い
た
よ
う
で
あ
る
︒
す
な
わ
ち
﹃
重
訂
解
体
新
書
﹄
の
﹁
翻
訳
新
定
名

義
解
上
﹂
に
︑

凡
本
編
所
レ

載
其
物
其
名
皆
由
二

解
体
実
測
一

而
所
二

創
定
一

也
︒
故

我
邦
及
漢
土
︑
古
今
未
二

説
及
者
居
レ

多
︒
雖
三

則
有
二

説
及
者
一

︑

形
状
主
用
大
差
者
又
不
レ

鮮
矣
︒
於
レ

是
不
レ

能
下

以
二

其
物
一

為
二

其

物
一

︑
以
二

其
名
一

為
中

其
名
上

︑
遂
私
立
二

種
種
訳
例
一

以
従
レ

事
︒

所
レ

謂
直
訳
・
義
訳
・
対
訳
是
也
︒
即
訳
二

協ヘ

盧ル

僧セ
ン

一

曰
レ

脳
︑
訳
二

法ハ

盧ル

多ト

一

曰
レ

心
之
類
︑
謂
二

之
直
訳
一

︒
訳
二

泄

奴

セ
ー
ニ
ュ
ー

一

曰
二

神
経
一

︑

蘭
書
三
訳
法
の
起
源
と
そ
の
名
称

四
九



訳
二

吉キ

離リ
ー

盧ル

一

曰
二

濾
胞
一

之
類
︑
謂
二

之
義
訳
一

︒
直
曰
二

刼
業
盧

ケ

ー

ゲ

ル

一
︑

曰
二

蛤
變
机

カ

ラ

ー

グ
一

之
類
︑
謂
二

之
対
訳
一

︿
又
謂
二

之
音
訳
一

﹀︒

と
見
え
︑﹃
重
訂
解
体
新
書
﹄
で
は
玄
白
の
書
い
た
﹃
解
体
新
書
﹄
の

凡
例
を
次
の
よ
う
に
書
き
換
え
て
も
い
る
︒

訳
例
有
二

三
等
一

︒
曰
二

直
訳
一

︒
曰
二

義
訳
一

︒
曰
二

対
訳
一

︒
今
挙
二

其
一
二
一

︒
言
レ

之
︒
菶
牒
冷

ベ
ー
ン
デ
レ
ン

︒
即
骨
也
︒
訳
曰
レ

骨
︒
直
訳
是
也
︒

泄

奴

セ
ー
ニ
ュ
ー

︒
即
神
液
通
流
之
経
也
︒
訳
曰
二

神
経
一

︒
義
訳
是
也
︒
吉キ

離リ
ー

盧ル

︒
無
二

名
可
一
レ

充
︒
乃
音
訳
曰
二

吉キ

離リ
ー

盧ル

一

︒
対
訳
是
也
︒

(﹁
旧
刻
解
体
新
書
凡
例
﹂
)

酒
井
シ
ヅ
氏
に
よ
る
と
﹃
重
訂
解
体
新
書
﹄
の
製
作
過
程
は
︑
寛
政

元
年
︹
1
7
8
9︺
か
翌
年
に
開
始
さ
れ
︑
最
初
の
草
稿
が
完
成
し
た
の
が

寛
政
十
年
︑
附
録
ま
で
を
書
き
上
げ
た
の
が
文
化
元
年
︹
1
8
0
4︺︑
出

版
の
た
め
の
原
稿
を
脱
稿
し
た
の
は
文
政
元
年
︹
1
8
1
8︺
か
そ
の
翌
年

で
あ
る(7
)

︒
こ
の
﹁
旧
刻
解
体
新
書
凡
例
﹂
の
草
稿
が
杉
田
玄
白
に
提
出

さ
れ
た
の
は
寛
政
十
年
︹
1
7
9
8︺
の
夏
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒
こ
の
時
︑

玄
沢
は
玄
白
の
漢
名
を
至
上
と
す
る
態
度
と
訣
別
し
た
よ
う
で
あ
る
︒

こ
の
こ
と
は
﹁
直
訳
﹂
と
い
う
語
の
意
味
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
︑
後

に
詳
述
す
る
︒

I

玄
沢
の
四
天
王
の
一
人
で
あ
る
橋
本
宗
吉

(
1
7
6
3
-
1
8
3
6
)
は
︑﹃
蘭

科
内
外
三
法
文
典
﹄
(文
化
元
年
︹
1
8
0
4︺
刊
)
で
は
︑
玄
白
の
用
語

﹁
対
訳
﹂
﹁
義
訳
﹂
﹁
直
訳
﹂
を
用
い
て
い
る
︒

訳
ニ
対
義
直
ノ
三
法
ア
リ
︒
皆
先
輩
ノ
則
ニ
依
ル
︒
先
訳
ア
ル
モ
ノ

ハ
更か

ヘ
ズ
︒
偶
予
ガ
新
ニ
直
訳
セ
シ
所
ノ
モ
ノ
ハ
唐
音
字
ヲ
以
テ
コ

レ
ヲ
填
ム
︒

(﹁
例
言
﹂
)

た
だ
し
︑
こ
の
著
は
玄
沢
の
﹃
重
訂
解
体
新
書
﹄
の
原
稿
が
完
成
す

る
以
前
の
も
の
で
あ
る
︒

J

同
じ
く
玄
沢
の
四
天
王
の
一
人
山
村
才
助

(
1
7
7
0
-
1
8
0
7
)
は
訳
法

の
名
称
を
言
う
こ
と
は
極
め
て
少
な
く
︑
①
の
呼
び
方
は
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
︒
③
も
多
く
は
﹁

(
喎
蘭
・
和
蘭
)
漢
訳
マ
タ
法

蘭
得
斯
マ
タ
荷
蘭
ニ
作
ル
︒
我
邦
ニ
テ
阿
蘭
陀
ト
書
ス
ル
ハ
亦
明
儒
ノ

翻
訳
セ
ル
書
中
ニ
ア
ル
訳
字
ヲ
用
タ
ル
ナ
リ
﹂
(巻
四
)
の
よ
う
に

﹁
漢
訳
﹂
と
の
み
言
う
が
︑﹁
入ゼ

尓ル

馬マ

泥ニ

亜ア

﹂
の
説
明
に
﹁
此
国
漢
訳
漢

訳
マ
タ
熱
而
瑪
尼
亜
ニ
作
リ
︑
又
亜
勒
瑪
尼
亜
ニ
作
ル
︒
コ
レ
ハ
上
ニ

云
フ
古
名
ノ
音
訳
ナ
リ
﹂
(巻
二
)
︑
﹁
蘇
亦
斉
﹂
の
説
明
に
﹁
艾
氏
ノ

図
説
ニ
ハ
雪
際
亜
ニ
作
リ
︑
又
其
欧
羅
巴
洲
ノ
総
図
ニ
ハ
蘇
厄
祭
亜
ニ

作
ル
︒
並
ニ
羅
甸

ラ

テ

ン

語
ノ
音
訳
ナ
リ
﹂
(
巻
二
)
と
あ
っ
て
︑
③
を
﹁
音

訳
﹂
と
言
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
︒
②
の
﹁
義
訳
﹂
は
﹃
訂

正
増
訳
采
覧
異
言
﹄
(享
和
二
年
︹
1
8
0
2
︺
成
？
)
に
多
く
見
ら
れ
る
︒

蘭
書
三
訳
法
の
起
源
と
そ
の
名
称
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〇



た
だ
し
︑
こ
れ
も
玄
沢
の
﹃
重
訂
解
体
新
書
﹄
の
出
版
原
稿
完
成
以
前

の
も
の
で
あ
る
︒

K

同
じ
く
玄
沢
門
下
の
四
天
王
の
一
人
宇
田
川
玄
真

(
1
7
6
9
-
1
8
3
4
)

は
︑
後
年
の
玄
沢
の
用
語
で
あ
る
①
﹁
直
訳
﹂︑
②
﹁
義
訳
﹂︑
③

﹁
対
訳
﹂
を
用
い
て
い
る
︒﹃
遠
西
医
方
名
物
考
﹄
(文
政
五
年
︹
1
8
2
2︺

成
立
)
に
︑

薬
品
和
漢
ニ
産
ス
ル
者
ハ
漢
名
ヲ
挙
グ
︒
唯

本
邦
ニ
産
シ
テ
漢
名

未
ダ
詳
ナ
ラ
ザ
ル
者
ハ
和
名
ヲ
挙
グ
︒
和
漢
産
未
ダ
詳
ザ
ル
者
︒
並

ニ
方
剤
器
械
等
ハ
対
訳
シ
テ
原
名
ヲ
挙
ゲ

(注
略
)︑
或
ハ
直
訳
・

義
訳
シ
テ
其
名
ヲ
定
ム

(注
略
)︒

(巻
一
・
凡
例
2
ウ
)

と
見
え
る
︒
ち
な
み
に
﹁
対
訳
﹂
の
具
体
例
に
は
﹁
草
木
ハ
乙イ

百ベ

�カ

格コ

安ア

那ナ

︒
阿
利
襪

オ

レ

イ

フ

ノ
類
︒
方
剤
ハ
見
篤

ケ

ン

ト

散
ノ
類
︒
製
剤
ハ
護
謨
規
吉

ゴ

ム

テ

イ

キ

ノ
類
︒

器
械
ハ
列
篤
児
多

レ

ー

ト

ル

ト

ノ
類
﹂
が
あ
り
︑﹁
直
訳
﹂・﹁
義
訳
﹂
の
例
に
は

﹁
薬
草
ハ
海
葱
ノ
類
︒
方
剤
ハ
鎮
痙
散
ノ
類
︒
製
剤
ハ
覇
王
鹽
ノ
類
︒

器
械
ハ
地
管
ノ
類
﹂
な
ど
が
あ
る(8
)

︒

L

吉
田
正
恭

(生
没
年
不
詳
)
は
︑
玄
沢
に
代
わ
っ
て
ド
ド
ネ
ウ
ス
の

“
C
R
V
Y
D
T
-
B
O
E
C
K
”
の
全
巻
完
訳
﹃
遠
西
草
木
譜
﹄
(文
政

四

年
︹
一
八
二
一
︺
成
)
に
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
が
︑
彼
は
玄
沢
の
用

語
︑
①
﹁
直
訳
﹂︑
②
﹁
義
訳
﹂︑
③
﹁
対
訳
﹂
を
用
い
て
い
る
︒
例
え

ば
次
の
と
お
り
︒

一
荷
蘭
之
称
呼
︑
若
地
名
人
名
薬
名
無
二

直
訳
之
漢
字
一

︑
則
更
以
二

其
字
音
一

填
入
焉
︒
戞カ

杷ポ

訳ド

悉シ

印イ
ン

独ド

度ド

涅ネ

烏ウ

斯ス

﹁
亜ア

苛ヘ

羅ロ
ー

涅ネ

﹂
之

類
是
也
︒
従
来
漢
人
所
二

対
訳
一

者
通
従
焉
︒
業ネ

謁ー

垤デ

爾ル

蘭ラ
ン

杜ド

︿
出
二

職
方
外
記
一

﹀
依ヒ
ツ

卜ポ

加カ
ラ

得テ
ス

︿
仝
上
﹀
﹁
亜ア

魯ロ

厄エ

﹂
︿
出
二

鷹

論
一

﹀
之
類
是
也
︒

(﹁
題
言
﹂
)

一
内
景
及
疾
病
名
称
︑
有
レ

不
レ

可
レ

以
二

漢
名
直
訳
一

者
︑
載
二

先
輩

之
訳
例
一

︒
如
二

表
被
・
腺
・
靱
帯
・
寒
液
・
腐
敗
・
胆
汁
・
敗

黒
病
・
痿
黄
病
・
稽
留
熱
之
類
一

是
也
︒

(同
右
)

一
名
称
目
録
︑
因
二

原
本
例
一

以
二

亜
A
別
B
設
C
之
次
第
一

︑
傍

対
二

訳
漢
字
一

而
記
︒
毎
レ

巻
之
章
号
也
︒
間
示
︑
附
二

載
和
漢
之

諸
名
一

︒

正
恭
曰
⁝
是
故
ニ
今
二
義
相
兼
テ
姑
ク
叢
字
ヲ
以
テ
義
訳
ス
︒

(第
一
巻
第
一
章
﹁
叢
﹂
)

正
恭
曰
⁝
箇
禄
哄
ハ
頭
上
ノ
飾
ト
ナ
ス
モ
ノ
ナ
リ
︒
⁝
共
ニ
其
形
ニ

比
シ
テ
言
フ
︒
即
チ
漢
人
ノ
所
謂
傘
状
ヲ
為
ス
ト
云
モ
ノ
是
ナ
リ
︒

故
ニ
傘
状
ト
義
訳
ス
︒

(第
一
巻
第
一
章
﹁
傘
状
﹂
)

M

高
野
長
英

(
1
8
0
4
-
1
8
5
0
)
は
①
と
②
の
み
を
飜
訳
の
法
と
し
て
い

て
︑
③
を
飜
訳
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒﹃
三
兵
答
古

蘭
書
三
訳
法
の
起
源
と
そ
の
名
称
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知
幾
﹄
(弘
化
年
間
︹
1
8
4
4
-
1
8
4
8︸
成
？
)
に
︑

飜
訳
ノ
法
ニ
︑
二
種
ノ
別
ア
リ
︑
一
ヲ
対
訳
ト
シ
︑
一
ヲ
意
訳
ト
ス
︑

対
訳
ハ
辞
義
ニ
従
テ
訳
字
ヲ
下
ス
ヲ
主
ト
ス
︑
故
ニ
一
言
一
字
ト
云

ヘ
ド
モ
本
文
ニ
在
ル
所
ノ
者
ハ
務
テ
之
ヲ
存
シ
湊
合
ヲ
以
テ
︑
文
ヲ

ナ
ス
ナ
リ
︑
⁝
意
訳
ハ
︑
専
ラ
其
文
意
ヲ
取
ヲ
主
ト
シ
︑
辞
義
ニ
拘

泥
セ
ザ
ル
ナ
リ
︑
故
ニ
繁
浩
ハ
︑
之
ヲ
刈
リ
︑
欠
漏
ハ
之
ヲ
補
フ
︑

文
外
余
意
ノ
在
ル
所
ハ
︑
悉
ク
之
ヲ
収
拾
シ
編
綴
テ
以
テ
︑
各
其
国

文
ト
ナ
シ
︑
務
テ
観
者
ヲ
シ
テ
︑
其
全
意
ヲ
知
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
也
︑

と
あ
る
︒
②
に
﹁
意
訳
﹂
の
を
用
い
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
が
︑
宇

和
島
潜
伏
期
の
著
と
さ
れ
る
﹃
旁
訳
洋
文
解
﹄
(嘉
永
元
年
)
で
は
﹁
対

訳
義
訳
に
て
其
道
理
ヲ
詳
ニ
シ
テ
﹂
と
﹁
義
訳
﹂
が
用
い
ら
れ
て
い
る(9
)

︒

N

杉
田
成
卿

(
1
8
1
7
-
1
8
5
9
)
は
﹃
済
生
三
方
﹄
(嘉
永
二
年
︹
1
8
-
4
9︺

刊
)
に

訳
方
ニ
音
訳
・
義
訳
・
直
訳
・
対
訳
等
ノ
別
ア
ル
コ
ト
ハ
︑
先
輩
已

ニ
論
弁
ス
ル
所
ナ
ル
ヲ
以
テ
︑
今
復
贅
セ
ズ
︒
(凡
例
)

と
あ
り(10
)
︑
①
に
﹁
直
訳
﹂︑
②
に
﹁
義
訳
﹂︑
③
に
﹁
音
訳
﹂
を
用
い

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
︑﹁
対
訳
等
﹂
が
何
を
指
す
か
は
不
明
で
あ
る
︒

以
上
︑
管
見
で
知
り
得
た
江
戸
期
の
長
崎
の
蘭
通
詞
ま
た
江
戸
の
蘭
学

者
た
ち
の
用
い
た
名
称
を
表
に
す
れ
ば
︑
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

①

②

③

A

﹁
正
訳
﹂

﹁
義
訳
﹂

﹁
仮
借
﹂

B

﹁
正
訳
﹂

﹁
義
訳
﹂

﹁
直
訳
﹂

C

﹁
翻
訳
﹂
﹁
対
訳
﹂

﹁
義
訳
﹂

﹁
直
訳
﹂

D

？

﹁
義
訳
﹂

﹁
音
訳
﹂

E

﹁
対
訳
﹂

﹁
義
訳
﹂
﹁
義
翻
﹂

﹁
直
訳
﹂

F

﹁
対
訳
﹂

﹁
義
訳
﹂

？

G

﹁
対
訳
﹂

﹁
義
訳
﹂

﹁
直
訳
﹂

H

﹁
直
訳
﹂

﹁
義
訳
﹂

﹁
対
訳
﹂

I

﹁
対
訳
﹂

﹁
義
訳
﹂

﹁
直
訳
﹂

J

？

﹁
義
訳
﹂

﹁
音
訳
﹂

K

﹁
直
訳
﹂

﹁
義
訳
﹂

﹁
対
訳
﹂

L

﹁
直
訳
﹂

﹁
義
訳
﹂

﹁
対
訳
﹂

M

﹁
対
訳
﹂

﹁
意
訳
﹂
﹁
義
訳
﹂

？

N

﹁
直
訳
﹂

﹁
義
訳
﹂

﹁
音
訳
｣
(﹁
対
訳
｣？
)

右
の
表
か
ら
言
え
る
こ
と
は
以
下
の
こ
と
で
あ
る
︒
②
に
つ
い
て
は

蘭
書
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訳
法
の
起
源
と
そ
の
名
称
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高
野
長
英

(
M
)
が
一
時
期
﹁
意
訳
﹂
を
用
い
た
他
は
︑
ほ
ぼ
﹁
義
訳
﹂

に
統
一
さ
れ
て
い
る
が
︑
①
に
は
﹁
正
訳
﹂﹁
対
訳
﹂﹁
直
訳
﹂︑
③
に
は

﹁
仮
借
﹂﹁
直
訳
﹂﹁
音
訳
﹂﹁
対
訳(11
)

﹂
が
用
い
ら
れ
て
一
定
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
︒
た
だ
︑
玄
沢
の
﹃
重
訂
解
体
新
書
﹄
の
出
版
原
稿
が
脱
稿
さ
れ

て
以
降
は
︑
玄
沢
の
門
に
連
な
る
者
は
︑
玄
沢
の
①
﹁
直
訳
﹂︑
②
﹁
義

訳
﹂︑
③
﹁
対
訳
﹂
を
用
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
︒

①
と
③
の
訳
法
の
名
称
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
の
は
次
の
よ
う
な
理
由
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

杉
田
玄
白

(
C
)
は
﹁
成
丈

な

る

た

ケ
漢
人
称
す
る
所
の
旧
名
を
用
ひ
て
訳
し

あ
げ
度た

ク
﹂
(﹃
蘭
学
事
始
﹄
)
と
あ
っ
た
よ
う
に
︑
彼
は
訳
語
に
は
漢
名

を
用
い
た
い
と
考
え
て
い
た
︒
し
た
が
っ
て
︑
彼
に
と
っ
て
﹁
飜
訳
﹂
と

は
﹃
翻
訳
名
義
集
﹄
に
﹁
夫そ
れ

翻
訳
者
︑
謂
翻
二

梵
天
之
語
一

転
成
二

漢
地
之

言
一

﹂
と
あ
る
﹁
飜
訳
﹂
と
同
じ
く
︑
蘭
語
を
﹁
漢
地
之
言
﹂
す
な
わ
ち

漢
名
に
代
え
る
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
︒﹁
対
訳
﹂
も
ま
た
蘭
語
に
当

た
る
漢
名
を
も
っ
て
当
て
る
こ
と
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒﹁
梵
天

之
語
﹂
す
な
わ
ち
梵
語
が
蘭
語
に
代
わ
っ
た
だ
け
で
あ
る
︒
し
た
が
っ
て
︑

彼
に
と
っ
て
は
﹁
飜
訳
﹂
も
﹁
対
訳
﹂
も
全
く
同
じ
こ
と
で
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る(12
)
︒
こ
れ
に
対
し
て
︑
長
崎
和
蘭
通
詞
の
本
木
良
永

(A
)
が

①
に
用
い
て
い
る
﹁
正
訳
﹂
は
︑
和
蘭
語
ノ
転
用
変
化
ノ
義
ヲ
考
フ
ル

ニ
至
リ
テ
ハ
千
言
万
語
何
ゾ
正
訳
ヲ
得
ン
ヤ
︒
今
此
ノ
書
ヲ
解
ス
ル
ニ
︑

和
漢
ノ
文
則
ニ
拘
ラ
ズ
︑
専
ラ
和
蘭
ノ
意
ニ
従
ヒ
﹂
と
言
っ
て
い
る
の
を

見
る
と
︑
必
ず
し
も
玄
白
の
よ
う
に
漢
名
に
こ
だ
わ
っ
た
も
の
で
は
な
く
︑

蘭
語
の
意
味
に
正
し
く
対
応
す
る
語
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
︒
前

野
良
沢

(
B
)
以
降
の
﹁
正
訳
﹂
も
同
様
で
あ
ろ
う
︒

こ
れ
に
関
わ
っ
て
︑
﹁
直
訳
﹂
と
い
う
語
が
二
つ
の
意
味
で
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
︒
一
つ
は
③
に
用
い
ら
れ
た
﹁
直
訳
﹂
で
あ

る
が
︑
こ
れ
は
帆
足
万
里
﹃
仮
名
考
﹄
(弘
化
四
年
︹
1
8
4
7︺
著
)
に

﹁
漢
字
の
音
を
と
り
て
此
邦
の
言
葉
を
写

(す
)
は
唐
人
の
直
訳
と
い
へ

る
も
の
に
て
﹂
と
あ
り
︑
唐
話

(当
時
の
現
代
中
国
語
)
の
よ
う
で
あ
り
︑

原
語
の
語﹅

形﹅

に﹅

当﹅

て﹅

る﹅

と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う

(﹃
増
韻
﹄﹁
直
︑
当
也
﹂
)︒

こ
れ
に
対
し
て
︑
①
に
用
い
ら
れ
た
﹁
直
訳
﹂
は
原
語
の
意﹅

味﹅

を﹅

正﹅

し﹅

く﹅

訳﹅

す﹅

と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
︒
す
な
わ
ち
﹁
正
訳
﹂
の
語
に
近
い
も
の

と
思
わ
れ
る

(﹃
広
雅
﹄﹁
直
︑
正
也
﹂
)︒

お
わ
り
に

現
在
で
は
①
に
は
﹁
直
訳
﹂
︑
②
に
は
﹁
意
訳
﹂
︑
③
に
は
﹁
音
訳
﹂

が
用
い
ら
れ
て
い
る
︒
い
つ
頃
か
ら
こ
の
名
称
が
一
般
に
用
い
ら
れ
る
よ

蘭
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う
に
な
っ
た
の
か
は
未
詳
で
あ
る
が
︑﹁
直
訳
﹂
は
玄
沢
の
用
語
が
踏
襲

さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
か
と
思
わ
れ
る
︒﹁
意
訳
﹂
は
江
戸
時
代
に

も
例
外
的
に
高
野
長
英
に
見
ら
れ
た
が(13
)

︑
一
般
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
明
治
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
山
田
美
妙
の
﹃
大
辞
典
﹄

(明
治
四
十
五
年
︹
1
9
1
2︺
刊
)
に
﹁
ち
よ
く
や
く

(直
訳
)﹂
を
﹁
原
文

ノ
語
句
其
儘
ニ
訳
ス
ル
コ
ト
︒
意
訳
︑
義
訳
ナ
ド
ノ
対
﹂
と
説
明
し
︑

﹁
い
や
く

(意
訳
)﹂
に
は
﹁
い
み
や
く
の
略
﹂
と
あ
っ
て
︑﹁
い
み
や
く

(意
味
訳
)﹂
を
﹁
欧
米
等
ノ
洋
書
ノ
訳
ニ
云
語
︒
一
語
毎
ニ
訳
サ
ズ
︑
一

文
全
体
ノ
意
ヲ
採
ツ
テ
訳
ス
ル
コ
ト
︒
ち
ょ
く
や
く
ノ
対
︒=

意
訳
﹂
と

説
明
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
︑﹁
義
訳
﹂
が
掲
出
語
に
見
ら
れ
な
い
︒

こ
れ
は
当
時
﹁
義
訳
﹂
が
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
い
語
に
な
っ
て
い
た
こ

と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
︒﹁
音
訳
﹂
は
早
く
森
島
中
良
に
あ
り
︑
山

村
才
助
も
用
い
て
い
た
が
︑
江
戸
時
代
で
は
一
般
に
用
い
ら
れ
る
語
で
は

な
か
っ
た
︒
そ
れ
が
明
治
時
代
以
降
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由

と
そ
の
時
期
は
未
詳
で
あ
る
︒

ま
た
︑
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
︑
直
訳
︑
義
訳
は
主
に
単
語
レ
ベ
ル
に

つ
い
て
の
み
論
じ
ら
れ
︑
現
在
の
よ
う
に
文
あ
る
い
は
文
章
全
体
に
つ
い

て
は
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
︒
前
野

良
沢
に
﹁
義
訳
﹂
を
文
章
全
体
を
言
っ
た
も
の
が
見
ら
れ
た
の
が
例
外
的

用
例
で
あ
る
︒
こ
の
こ
と
も
蘭
書
訳
述
法
が
手
本
と
し
た
中
国
に
お
け
る

仏
典
漢
訳
法
と
の
関
係
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
が
︑
い

ま
だ
考
え
得
て
い
な
い
︒
明
治
時
代
以
降
に
は
文
あ
る
い
は
文
章
全
体
に

つ
い
て
﹁
直
訳
﹂﹁
意
訳
﹂
と
言
う
こ
と
は
多
い
よ
う
で
あ
る
︒
辞
書
な

ど
に
は
こ
の
用
法
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
が
︑

早
い
も
の
で
は
︑
大
久
保
夢
遊
﹃
伊
曽
保
物
語
﹄
(春
陽
堂
︑
明
治
九
年

︹
1
8
7
6︺
刊
)
所
載
の
香
雪
散
人
﹁
伊
曽
保
物
語
の
考
﹂
に
︑

紐
と
き
開
き
て
見
る
に
料
紙
は
鳥
の
子
の
厚
紙
の
厚
ご
え
た
る
に
金

銀
泥
も
て
梅
の
花
を
密
く
も
粗
に
も
描
き
先
づ
目
録
を
あ
げ
き
て
本

文
を
記
し
た
り
其
順
序
を
見
る
に
近
く
此
方
に
舶
載
た
れ
る
原
書
と

は
異
な
る
処
闕
た
る
処
あ
る
の
み
か
比
譬
に
引
け
る
物
な
ど
に
も
か

は
れ
る
が
あ
る
は
蛙
が
主
君
を
望
み
て
柱
を
得
ま
た
改
め
て
鷺
を
授

け
ら
れ
し
と
い
ふ
を
鳶
に
か
へ
し
し
類
に
て
此
方
に
て
は
鷺
よ
り
も

鳶
の
方
相
応
と
思
ひ
て
か
へ
ぬ
る
に
や
意
殊
な
る
外
国
人
の
作
れ
る

書
を
う
つ
し
気
さ
む
に
は
覚
り
易
き
を
旨
と
す
べ
け
れ
ば
彼
の

直

訳

ち
ょ
く
や
く

に
は
あ
ら
で
意
訳

い

や

く

と
い
ふ
か
た
に
せ
し
な
る
べ
し
原
書
と
併

せ
見
ば
斯
る
処
猶
多
か
ら
む

と
あ
り
︑
青
木
輔
清
の
﹃
無
類

捷
径

英
学
童
子
解
﹄
(
明
治
十
八
年
︹
1
8
8
5︺

刊
)
に
︑

蘭
書
三
訳
法
の
起
源
と
そ
の
名
称

五
四



原
語
ヲ
字

綴

ジ
ツ
ヅ
リ

ノ
通
リ
ニ
棒
読

ボ
ウ
ヨ
ミ

ニ
ス
ル
ハ
︑
則
チ
彼
国
ノ
言
語
ナ
リ
︑

之
ニ
邦
訳
ヲ
施
シ
︑
転
動

カ
ヘ
リ

ヲ
附
ケ
テ
一
語
モ
残
ラ
ズ
︑

直
タ
ダ
チ

ニ
之
ヲ

読
ム
ヲ

直
訳

チ
ョ
ク
ヤ
ク

ト
云
ヒ
︑
又
原
語
ノ

順
序

ジ
ュ
ン
ジ
ョ

ニ
拘
ラ
ズ
︑
唯
原
文
ノ
意

味
ヲ
採ト
リ

テ
之
ヲ
我
ガ
文
ニ
翻ホ
ン

案ア
ン

シ
タ
ル
ヲ
翻ホ
ン

訳ヤ
ク

ト
云
フ
︒

と
あ
り

(こ
こ
で
は
﹁
意
訳
﹂
を
﹁
飜
訳
﹂
と
言
う
)︑
日
高
真
実
﹃
経

国
亀
鑑
﹄
の
書
評

(﹃
出
版
月
評
﹄
第
六
号
︑
明
治
二
十
一
年
︹
1
8
8
8︺

一
月
刊
)
に
︑

然
れ
ど
も
茲
に
ま
た
語
々
に
訳
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
あ
り

即
ち
世
に
行
ハ
る
ゝ
何
々
直
訳
何
史
直
訳
と
い
ふ
も
の
ゝ
類
是
な
り

こ
れ
ハ
全
文
章
の
意
義
を
訳
す
る
に
ハ
あ
ら
す
と
て
何
本
の
何
処
に

あ
る
何
と
い
ふ
語
ハ
何
と
い
ふ
意
味
な
り
と
て
語
々
の
意
味
を
挙
し

も
の
故
こ
れ
辞
林
た
る
に
過
ざ
る
な
り(14
)

と
あ
る
︒注

(1
)
船
山
徹
﹃
仏
典
は
ど
う
漢
訳
さ
れ
た
の
か

ス
ー
ト
ラ
が
経
典
に
な
る

と
き
﹄
(岩
波
書
店
2
0
1
2
.1
2
刊
)

(2
)
﹁
訳
﹂
は
﹁
易
﹂
(変
え
る
)
の
意

(﹃
翻
訳
名
義
集
﹄
巻
一
﹁
訳
之
言
︑

易
也
︒
謂
二

以
レ

所
レ

有
易
レ

所
レ

無
﹂︑﹃
周
礼
﹄
秋
官
・
序
官
・
象
胥

の
疏
﹁
北
方
曰
レ

訳
者
︑
訳
即
易
︑
謂
下

換
二

易
言
語
一

︑
使
中

相
解
上

也
﹂
)
︒

(3
)
﹃
増
補
諸
乗
法
数
﹄
(
姑
蘇
洞
庭
沙
門
行
深
編
輯
︑
宣
徳
二
年
︹
1
4
2
7︺

序
)
に
も
﹁
僧
伝
﹂
と
注
記
の
あ
る
﹁
翻
訳
四
﹂
が
あ
り
︑﹁
訳
レ

字

不
レ

訳
レ

音
﹂﹁
訳
レ

音
不
レ

訳
レ

字
﹂﹁
音
字
倶
訳
﹂﹁
音
字
倶
不
レ

訳
﹂

と
説
明
さ
れ
て
い
る
︒
﹃
翻
訳
名
義
集
﹄
と
こ
の
﹃
増
補
諸
乗
法
数
﹄

は
﹃
釈
氏
要
覧
﹄
(釈
道
誠
撰
・
天
禧
四
年
︹
1
0
2
0︺
序
)
と
と
も
に

各
宗
必
携
の
仏
学
三
書
と
し
て
日
本
で
も
当
時
も
読
ま
れ
て
い
た
も
の

で
あ
る
︒

(4
)
﹁
仮
借
略
文
﹂
の
﹁
仮
借
﹂
と
﹁
略
文
﹂
と
の
間
に
は
脱
文
が
あ
る
よ

う
で
︑
﹃
新
制
天
地
二
球
用
法
記
﹄
の
下
巻
﹁
和
解
例
言
﹂
に
は
﹁
正

訳
或
ハ
義
訳
︑
仮
借
一
二
ノ
略
文
潤
文
ヲ
交
フ
﹂
と
あ
る

(
こ
の
部
分

は
早
稲
田
大
学
図
書
館
本
に
は
な
い
)
︒
誤
脱
で
は
な
い
と
す
れ
ば

﹁
仮
借
略
文
﹂
と
は
︑
例
え
ば
緒
方
洪
庵
﹃
病
学
通
論
﹄
(巻
之
一
﹁
生

機
論
﹂
)
に
M
e
ch
a
n
ism
u
s,C
h
e
m
ism
u
s,D
y
n
a
m
ism
u
s
を
そ
れ
ぞ

れ
﹁
黙
加
尼
私
謬
斯

メ

カ

ニ

ス

ミ

ユ

ス

﹂﹁
舎
密
私
謬
斯

セ

ミ

ス

ミ

ウ

ス

﹂﹁
納
那
私
謬
斯

デ

イ

ナ

ミ

ス

ミ

ユ

ス

﹂
と
仮
借
し
︑

こ
れ
を
﹁
黙
加

(
力
)﹂﹁
舎
密

(
力
)﹂﹁
納
那
﹂
と
略
し
て
い
る
よ
う

な
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
︒

(5
)
吉
田
忠
﹁
蘭
学
と
西
洋
科
学

︱
︱
訳
語
に
よ
る
専
門
用
語
の
形
成

︱
︱
﹂
(伊
東
俊
太
郎
・
村
上
陽
一
郎
共
編
﹃
講
座

科
学
史
4

日

本
科
学
史
の
射
程
﹄
培
風
館

1
9
8
9
.1
0
刊
)
の
﹃
内
外
要
方
﹄
文
政
元

年
︹
1
8
1
8
︺
成
︑
同
三
年
刊
で
の
調
査
に
よ
る
︒
p
.1
2
5

蘭
書
三
訳
法
の
起
源
と
そ
の
名
称

五
五



(6
)
こ
の
不
一
致
に
つ
い
て
大
友
信
一
氏
は
稿
本

(書
名
は
﹃
西
産
緒
言
﹄
)

と
の
比
較
に
よ
り
︑
玄
沢
は
も
と
﹁
対
訳
﹂
の
語
を
用
い
て
い
た
よ
う

で
あ
り
︑
そ
れ
を
﹁
直
訳
﹂
に
直
し
た
の
は
小
石
元
俊
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
︑﹃
六
物
新
志
﹄
稿
本
完
成
頃

(天
明
六
年
︹
1
7
8
6︺
刊
)

に
は
︑
玄
沢
は
玄
白
の
﹁
①
対
訳

(翻
訳
)・
②
義
訳
・
③
直
訳
﹂
を

変
え
て
﹁
①
直
訳
・
②
義
訳
・
③
対
訳
﹂
の
語
を
用
い
て
い
た
と
推

測
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
大
友
氏
は
玄
沢
が
﹁
直
訳
・
義
訳
・
対
訳
﹂

の
語
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
﹁
長
崎
遊
学
の
経
験
と
成
果
に
拠

る
も
の
で
あ
ろ
う
︒
も
っ
と
推
測
を
逞
し
く
す
れ
ば
︑
長
崎
で
︑
玄
沢

が
師
事
し
た
本
木
良
永
の
影
響
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
﹂
と
言
わ
れ
て

い
る
が
︑
本
木
良
永
は
異
な
る
名
称
を
用
い
て
い
た
こ
と
は
本
文
で
見

た
と
お
り
で
あ
る
︒
大
友
信
一
﹁﹃
六
物
新
志
﹄
の
﹁
対
訳
﹂﹁
義
訳
﹂

﹁
直
訳
﹂﹂
(﹃
洋
学
資
料
に
よ
る
日
本
文
化
史
の
研
究
Ⅲ
﹄
平
成
二
年
三

月
刊
︑
吉
備
洋
学
資
料
研
究
会
発
行
)︒

(7
)
酒
井
シ
ヅ
﹁﹃
解
体
新
書
﹄
と
﹃
重
訂
解
体
新
書
﹄﹂
洋
学
史
研
究
会
編

﹃
大
槻
玄
沢
の
研
究
﹄
思
文
閣
出
版
1
9
9
1
.1
刊
所
収
)

(8
)
宇
田
川
榕
菴

(
1
7
9
8
-
1
8
4
6
)
も
﹃
植
学
啓
原
﹄
(天
保
四
年
︹
1
8
3
3︺

成
)
で
は
養
父
玄
真
と
同
じ
語
を
用
い
て
い
る
が
︑﹃
舎
密
開
宗
﹄
(天

保
八
年
︹
1
8
3
7︺
成
)
で
は
訳
法
名
を
用
い
ず
︑
①
に
は
﹁
漢
名
﹂︑

②
に
は
﹁
訳
名
﹂
を
用
い
て
い
る

(序
例
)︒

(9
)
杉
本
つ
と
む
著
﹃
日
本
飜
訳
語
史
の
研
究
﹄
八
坂
書
房

1
9
8
3
.6
刊

P
.

5
3
に
引
用
の
本
文
に
よ
る
︒

(10
)
杉
本
つ
と
む
著
﹃
日
本
飜
訳
語
史
の
研
究
﹄
(
八
坂
書
房

1
9
8
3
.6
刊
)

P
.4
2
3
よ
り
引
用
︒

(11
)
吉
田
忠
氏
注
(5
)
論
文
に
よ
る
と
広
川
獬
﹃
蘭
療
法
﹄
(
享
和
三
年

︹
1
8
0
3︺
)
に
は
③
に
﹁
素
語
﹂
が
用
い
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
︒
p
.

1
2
5

(12
)
ち
な
み
に
小
島
幸
枝
氏
に
よ
る
と
︑﹃
ラ
ホ
日
辞
典
﹄
で

fo
n
y
a
cu

(翻
訳
)
と
い
う
訳
語
を
含
む
ラ
テ
ン
語
は
︑
1
﹁
T
ra
d
u
co・

T
ra
n
sfe
ro﹂︑
2
﹁
E
x
p
la
n
a
te
・

H
e
rm
e
n
ia
・

In
te
rre
s﹂︑
3

﹁
C
o
n
v
e
rto
﹂
の
三
種
に
分
け
ら
れ
る
と
さ
れ
る
︒
1
は
現
在
言
う
と

こ
ろ
の
﹁
翻
訳
﹂
で
あ
っ
て
︑
別
の
言
語
に
移
し
換
え
る
こ
と
で
あ
り
︑

2
は
説
明
し
た
り
分
析
し
た
り
解
釈
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
︑

﹃
サ
ン
ト
ス
の
ご
作
業
﹄
に
ラ
テ
ン
語
を
解
し
な
い
イ
ル
マ
ン
養
方
パ

ウ
ロ
の
﹁
翻
訳
な
り
﹂
と
あ
る
よ
う
な
例
が
こ
れ
に
当
り
︑
3
は
言
語

は
変
わ
ら
ず
︑
文
字
だ
け
を
変
え
る
﹁
書
写
﹂﹁
筆
写
﹂
の
意
味
で

あ
っ
て
︑
ラ
テ
ン
語
の
学
習
は
も
と
よ
り
︑
ロ
ー
マ
字
も
正
式
に
学
ん

だ
こ
と
の
な
い
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
が
﹃
コ
ン
テ
ム
ツ
ス
ム
ン
ヂ
﹄
を
﹁
翻

訳
﹂
し
た
と
あ
る
よ
う
な
例
が
こ
れ
に
当
た
る
の
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ

る

(﹃
コ
ン
テ
ム
ツ
ス
ム
ン
ヂ
の
研
究

研
究
篇
﹄
武
蔵
野
書
院
平
成

二
十
一
年
七
月
刊

P
.5
1
3
-
5
1
5
)︒
お
よ
そ
1
は
現
在
の
直
訳
︑
意
訳

に
︑
3
は
現
在
の
音
訳
に
あ
た
り
︑
2
は
文
全
体
に
対
す
る
意
訳
に
近

い
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

(13
)
吉
田
忠
氏
注
(5
)
論
文
に
よ
る
と
吉
田
長
淑
﹃
泰
西
熱
病
論
﹄
(文
化

蘭
書
三
訳
法
の
起
源
と
そ
の
名
称

五
六



十
一
年
︹
1
8
1
4︺
凡
例
)
に
も
﹁
意
訳
﹂
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
そ

う
で
あ
る
︒

(14
)
山
田
忠
雄
述
﹁
文
献
解
読
に
直
接
役
立
つ
注
釈
書
群
﹂
(﹃
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
版

山
田
忠
雄
責
任
監
修
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
明
治
初
期

辞
書
集
成
目
録

(Ⅰ
)
︱
︱
字
類
・
字
解
・
字
引
類
﹄
ナ
ダ
書
房
)

か
ら
引
用
︒

蘭
書
三
訳
法
の
起
源
と
そ
の
名
称

五
七


